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令和３年度　学校教育の主な取組を紹介します！
●お問い合わせ　九重町教育委員会　教育振興課　☎７６－３８３４

　九重町教育委員会では、学校・こども園・公民館を中心に保護者の皆さん、地域の方々と連携し
ながら、将来の九重町を担う子どもたちを育てるために、様々な取組を行っています。詳しくは令
和３年度教育行政基本方針として、４月号でお知らせしました。今回はその中で主に学校教育にか
かわる取組を紹介します。

ここのえ学園基本計画の推進

　今年度は「ここのえ学園構想」本格実施から５年
目となりました。昨年度はコロナ禍により「集合学
習」や「つながり学習」などを一部中止せざるを得
ませんでしたが、今年度は予定通り集合学習を６年
生と５年生で行ないます。６年生集合学習では「外
国語」・「体育」の授業を英語専科教員と体育専科
教員が行う予定です。日頃は５人～21人の小集団
で生活している子どもたちが、80人という大きな
集団の中で学習を行います。こども園と小学校のつ
ながり学習を年間４回行います。

　また、各学校で九重町や校区のことについて学ぶ
「ここのえ学」などに取り組みます。

　その他にも、公民館とこども園・
学校の連携をより深めながらコミュ
ニティ・スクールを推進します。

　教員の働き方改革については国を挙げて取組が行
われています。令和３年度も夏季休業中の学校閉
庁、パソコンを活用した勤務時間の管理、中学校の
部活動指導員・スクールサポートスタッフを引き続
き配置していきます。

　また、すべての小・中学校に２学期から校務支援
システムを導入し、教職員の学校事務の効率化を図
る予定です。保護者、地域の皆さま方のご理解とご
協力をお願いします。

学力向上とＩＣＴ教育の推進

　令和３年度は、「大分県学力定着状況調査（小
５・中２）」を４月、「全国学力・学習状況調査
（小６・中３）を５月、「九重町標準学力調査（小
全学年・中１・中２）」を12月に実施します。各
調査の結果を分析し、課題を洗い出し授業改善を行
うことで、基礎・基本の確実な定着と活用力の更な
る向上に向けて取り組んでいきます。

　昨年度、国の「ＧＩＧＡスクール構想」をもとに
児童生徒１人１台と教職員用のタブレット端末機の
導入を行いました。今年度からは授業での活用に留
まらず、ＩＣＴを利用した学校間交流やここのえ緑
陽中学校と姉妹校提携した台湾高尾市の中学校との
交流活動へと発展させていき
ます。また、休業時における
ＩＣＴの活用についても取り
組んでいきます。

　子どもの歯と口の健康を促進するため、「食育」
「歯磨き」「フッ化物洗口」の３つの柱を中心に取
組を行なっていきます。

　昨年度はコロナ禍により中止していましたが、今
年度は小学校と新たに中学校の希望する児童・生徒
に対して、週１回の「フッ化物洗口」
を行なっていきます。
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　教育基本法に学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力が定められています。その１つの方法
としてコミュニティ・スクールがあります。コミュニティ・スクールは、地方創生にもつながる考
え方でもあります。コミュニティ・スクールの取り組みの中で、学校と地域が連携した
取り組みを進めています。


